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�　本日臨時理事会を開催し、中越沖地震災害

事故の義援金を送る事を承認致しました。

�　８月１９日第２７回創始者杯ゲートボール大会

が開催され、齋藤エレクト、対馬副会長、山

本幹事、鈴木委員長、笠原委員長のお手伝い

をいただきました。

�　入院中の西谷恭治会員のお見舞いを会長・

幹事で行ってまいりました。クラブよりお見

舞いを届けました。

１）財団法人米山梅吉記念館より館報（２００７年

秋）が届いております。

２）国際ロータリー日本事務局より人頭分担金

等の領収書が届いております。

３）国際ロータリー第２５１０地区ガバナー事務局

より

　①ロータリー財団クラブ別寄付金一覧表

　（２００６～２００７年度）

　②ロータリー米山記念奨学会寄付金納入明細

総合表（２００６～２００７年度）

　③米山学友会（北海道）だより第７号

４）砂川ＲＣ、赤平ＲＣより９月例会日程の案

内が届いております。

会報受領先

・・赤平ＲＣ　　№２２７３号～№２２７７号
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�������　　　　　　　　　澤田委員長

「ポールハリス　３つの計画」

　初期のロータリーは利己的な運動であるとい

われました。最初の数年間、シカゴロータリー

クラブのパンフレットには会員になる事によっ

て事業上のメリットが得られる事が強調され、

事実会員になる見込みのある人には、事業上の

利益を材料に勧誘することもあったのです。

　親睦と友愛をモットーに平穏無事な初期の時

代に、ロータリーが事実上のメリットに結びつ

けてロータリー会員の相互取引による内部的な

利点に目を向けたのは事実です。しかし、やが

て第２第３のクラブが続いて組織される事を思

えば、単に会員の利益に留まらず万人にもたら

す運動に発展させなければなりません。

　１９０７年会長に就任したハリスはただちに３つ

の計画を立てました。①クラブの拡大。②クラ

ブの理念を広げる。③社会理念の導入。このう

ち最も厄介なのは③の目標でした。当時シカゴ

には公衆便所の設備は酒場とデパートにしかな

く、しかも利用出来るのは、その利用客に限ら

れていました。困難を極めながらも公衆便所は

設備され、ロータリーが初めての公共事業参加

をした記念碑であり、社会奉仕活動をした最初

の例として今でも同じ場所に残っております。

・・出張のためゲートボール大会のお手伝い出来

ませんでした　　　　　　　　　　関野会長

・・田中先生よりＤＶＤをいただきました

　　齋藤会員

・・写真いただきました　　　　　　二ノ宮会員

　前　回　　２６６，０００円

　今　回　　　４，０００円

　累　計　　２７０，０００円
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　　　　　平井職業奉仕委員

１．近年日本企業の不祥事が続き、企業経営者

の経営モラルの低下が世間で問われている。

２．１９０５年、ロータリー運動は職業倫理の欠如

の反省から始まった。｛日常、自己の職業を

正しく遂行する事が、社会に奉仕する事にな

る｝というロータリーの独自の理論に立つ

「職業奉仕」。

３．ロータリーの初期に導入された二つの原理

と一つの実務基準に、職業奉仕の原点がある。

　１９１１年　フランク・コリンズ　無我の奉仕

　１９１０年　アーサー・シェルドン　最もよく仲

間に奉仕する者は、最も多く報いら

れる

　１９１５年　職業人のためのロータリー道徳律

４．職業奉仕の根源にあるこの二つの原理が、

ロータリーの奉仕理念を形成している。

　第１モットー　超我の奉仕

　第２モットー　最もよく奉仕する者は最も多

く報いられる

　四つのテスト　ハーバート・テーラーが創案、

１９５０年公式ロータリアンの行

動指針になる

　職業奉仕　四つの反省

　四つのテストにならっての自己の事業にお

ける点検条項

５．職業奉仕の本質

　�　職業倫理の向上と職業使命感の高揚

　�　職業上の思いやりの適用と普及

　職業に携わるあらゆる機会で、相手の境

遇とニーズに対して正当な考慮を払う。

　�　奉仕の心を培う例会での自己研鑽

６．ＲＩは職業奉仕をないがしろにしてはいな

いか。
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第１班　 澤田リーダー

〈９名出席〉

　職業奉仕四つの反省に当てはめて

１．顧客に対して、

　・・常に最上のサービスを提供するように努め

ている。

　・・特別なサービスはしていないが、再度来店

して戴くべくその雰囲気作りに努めている。

２．従業員に対して、

　・・安全で快適な職場にするようにしている。

　・・会社のあり方等について社訓「和と協力」。

　・・経営者として……従業員を育てる。

　・・従業員には「お客さんを信じなさい」の方

針を示している。

３．競争者に対して、

　・・同業者との競争意識としては価格ではなく

独創性を活かしている。

　・・同業者は原則ライバルであり、あまり寛容

にはなれないが、調達物品等や価額等の事

は協調性を持たせなければならない。

４．協力者に対して、

　・・問屋とは何時も良い関係を保つように努め

ている。

５．その他の話題として、

　・・中国における、国内における、特に道内２

社の企業倫理。

　・・食品の賞味期限の不確か。

　・・同業者間の仲裁や調停。

　・・談合、入札のあり方。

　・・今回の情報集会に新会員の出席が無かった

事が残念。

　以上要点のみ報告します。

第２班　 澤井リーダー

〈９名出席〉

　最初に平井委員さんの職業奉仕の本質の話に

あった企業経営者のモラル低下から話に入りま

した。テレビ等で話題の某食肉加工会社、某製

菓、ロータリアン企業としていかがなものか？

賞味期限などは人為的問題であるから反省すべ

きであるとの意見は多く出ました。企業は責任

をもっと持って経営をするべきであるとの意見

も多く出ました。

　職業奉仕四つの反省に当てはめて討論すると、

顧客に対しては…サービスの心構えが重要であ

り、従業員に対しては…従業員とのコミュニ

ケーションをとる事と、指導を徹底する事が大

切との意見がありました。競争者に対しては…

仕事が減少している今は平等ではなく、公平な

態度といわれても難しいなどと、色々な意見が

ありました。お客様に対しては…誠心誠意を

持って行動し、それが認められるものだし、協

力者には…友情を持った関係を保つ努力をして

いるなどの意見も聞かれました。以上まとめが

うまく出来ませんでしたがこれで発表を終えさ

せていただきます。

第３班　 河部リーダー

〈９名出席〉

　四つの反省を中心とした意見がでました。

　「顧客に対して」では企業（大手コンビニ）に

独自マニュアルがあり、マニュアル通り顧客に

対応しなければならない。その中にあってロー

タリアンがロータリーの職業奉仕の心を発揮出

来るか。難しいが気持ちの持ち方であろう。

　「競争者に対して」について、メンバー全員の

意見が似通っておりました。近年のように仕事

量が減少してくると、おのずと競争が激しくな

り、しかも価格だけで競争する傾向が多くなっ

てきている。品質を保証しながら価格で競争す

べき事は当然であるが、果たして実態はどうだ

ろうか。競争相手（複数）とは虚々実々の駆け

引きが行なわれているのが現実であり、果たし

て公平な態度で接しているかは疑問を感じる。

　したがって、今の時代には合わない事は明白

でありますが、せめて、日々の勤めの中で職業

奉仕の精神は持ち合わせましょう。との意見で

終りました。
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